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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　
　連結経営指標等

回次
第93期　第１四半期
連結累計(会計)期間

第94期　第１四半期
連結累計(会計)期間

第93期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

売上高 (百万円) 28,804 25,090 110,241

経常利益 (百万円) 326 246 1,816

四半期(当期)純利益 (百万円) 333 2 632

純資産額 (百万円) 51,541 50,574 50,540

総資産額 (百万円) 146,853 143,948 145,695

１株当たり純資産額 (円) 441.93 433.76 433.45

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 2.86 0.02 5.43

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ─ ─

自己資本比率 (％) 35.1 35.1 34.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,268 4,827 4,394

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,383 △2,546 △8,131

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,363 △3,146 4,913

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,640 1,697 2,563

従業員数 (人) 1,783 1,815 1,830

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社）において営まれている事

業の内容の重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社に異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数（人） 1,815

 (注) 従業員数は、就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの

出向者を含んでおります。)であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(人) 845

　　(注) 従業員数は、就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。)であり

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称等 数量 前年同四半期比（％）

紙・パルプ及び紙製品製造事業

紙 184,535ｔ 83.2

パルプ 174,370ｔ 84.3

紙加工品他 1,764百万円 90.2

(注) １　金額は販売金額によっており、セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　紙加工品等は品種が多様であり数量表示が困難であるため、各生産高に平均販売単価を乗じた金額で表示して
おり、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当社グループは、大部分が市況を勘案した見込み生産を行っており、グループ全体の受注状況を把握す

ることは困難であるため、該当事項については記載を省略しております。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称等 金額(百万円) 前年同四半期比（％）

紙・パルプ及び紙製品製造事業

紙 21,217 88.5

紙加工品他 2,969 82.3

計 24,186 87.5

その他の事業 904 77.3

合計 25,090 87.1

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％)

新生紙パルプ商事㈱ 6,246 21.7 5,454 21.7

日本紙パルプ商事㈱ 3,875 13.5 3,569 14.2

国際紙パルプ商事㈱ 3,945 13.7 3,438 13.7

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な景気の低迷が続く中で一部の業種に持ち

直しの動きが見られたものの、輸出の低迷を主因とした企業収益の悪化や設備投資の抑制、さらには所得

の低迷や雇用情勢の悪化による個人消費の低迷が依然として改善せず、景気回復の動きが広がるには至

りませんでした。

　紙パルプ業界におきましては、期初に需要回復の兆しが見られたものの、景気の先行きに対する不安感

を払拭することはできず、当第１四半期連結会計期間を通しての需要は依然低い水準で推移しました。特

に企業収益悪化で広告出稿数が減少したことによりカタログ・チラシ等向けの塗工紙の需要は、前年度

後半の水準をも上回る落ち込みとなり各社とも大幅な減産の継続を強いられることとなりました。

　このような状況下で当社グループは、急激な需要減少に対応した減産体制を強化するとともに、年初よ

り非常事態宣言に基づく役員報酬のカットを始めとする緊急対策を策定し、グループ挙げてのコストダ

ウンに取り組んでまいりましたが、景気悪化による販売数量の減少は当初の予想を上回るものであり、大

幅な減産を強いられエネルギーコストや効率が大幅に悪化し、当第１四半期連結会計期間の業績は以下

のとおりとなりました。

　

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　紙・パルプ及び紙製品製造事業

　◎　一般洋紙、包装用紙、特殊紙

新聞用紙の販売は、企業収益悪化の影響で広告出稿が減少したこと等により頁数減となり数量、金額と

も減少しました。

　印刷情報用紙の販売は、昨秋からの未曾有の需要減退の影響を受け、チラシやカタログ、パンフレット等

の商業印刷向け塗工紙等を中心に極めて低調に推移し、数量、金額とも大幅に減少しました。

　包装用紙の販売につきましても、化学薬品用、合成樹脂用の需要減退により数量、金額とも大幅に減少し

ました。

　◎　加工品、紙器等

壁紙の販売は景気減退により住宅需要の大幅な落ち込みにより減少し、カップ用原紙は景気悪化に伴

い飲料用カップが減少したことにより、数量、金額とも減少しました。

　

この結果、売上高は24,186百万円（前年同四半期比12.5％減）、営業利益は298百万円（前年同四半期

比41.0％減）となりました。
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②　その他の事業

運送事業につきましては、各業種の在庫調整による取扱数量の減少、建設部門につきましては、企業収

益悪化に伴う設備投資の減少の影響を受け、大幅な減収となりました。

この結果、売上高は904百万円（前年同四半期比22.7％減）、営業利益は43百万円（前年同四半期比

40.7％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（資産）

　現金及び預金が866百万円、売上高の減少に伴い受取手形及び売掛金が2,064百万円、商品及び製品が869

百万円減少したことなどにより、流動資産は前連結会計年度末に比べて8.4％減少し、43,118百万円とな

り、有形固定資産が2,012百万円増加したことなどにより、固定資産は2.2％増加し、100,830百万円となり

ました。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて1.2％減少し、143,948百万円となりました。

（負債）

　設備未払金の増加などにより流動負債のその他が2,243百万円増加し、支払手形及び買掛金が408百万

円、短期借入金が1,735百万円、賞与引当金が362百万円減少したことなどにより流動負債は、前連結会計

年度末に比べて0.5％減少し、65,137百万円となり、長期借入金が1,057百万円減少したことなどにより固

定負債は、4.9％減少し、28,235百万円となりました。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて1.9％減少し、93,373百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.1％増加し、50,574百万円となりました。これは主として配

当金の支払いなどにより利益剰余金が346百万円減少し、その他有価証券評価差額金が382百万円増加し

たことなどによります。また自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.4％増加し35.1％となりました。

　

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は前連結会計年

度末に比べ866百万円減少し、当四半期連結会計期間末には1,697百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は4,827百万円（前年同四半期比3,559百万円増）となりました。

　これは主として、減価償却費2,552百万円、売上債権の減少2,064百万円による収入によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は2,546百万円（前年同四半期比163百万円増）となりました。

　これは主として、有形固定資産の取得による支出2,618百万円によるものです。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は3,146百万円（前年同四半期1,363百万円収入）となりました。

　これは主として、短期借入金を1,497百万円、長期借入金を2,496百万円返済したことによる支出及び長

期借入金1,200百万円を借入したことによる収入によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、103百万円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設・除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 450,000,000

計 450,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 116,654,883同左

東京証券取引所
　(市場第一部)
大阪証券取引所
　(市場第一部)

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 116,654,883同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

― 116,654 ― 17,259 ― 14,370

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

直前の基準日である平成21年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 166,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

115,938,000
115,938 ―

単元未満株式
普通株式

　　550,883
― ―

発行済株式総数 116,654,883― ―

総株主の議決権 ― 115,938 ―

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
　中越パルプ工業㈱

東京都中央区銀座
　　　　　二丁目10番６号

166,000 ― 166,000 0.14

計 ― 166,000 ― 166,000 0.14

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月

最高(円) 282 286 269

最低(円) 247 246 223

(注)　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連

結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及

び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財

務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けて

おります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,697 2,563

受取手形及び売掛金 23,100 25,164

有価証券 9 14

商品及び製品 9,032 9,901

仕掛品 767 798

原材料及び貯蔵品 5,887 5,587

その他 2,642 3,067

貸倒引当金 △18 △20

流動資産合計 43,118 47,077

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 47,281 46,864

減価償却累計額 △25,368 △25,085

建物及び構築物（純額） 21,913 21,779

機械装置及び運搬具 239,059 234,106

減価償却累計額 △180,871 △178,725

機械装置及び運搬具（純額） 58,188 55,381

その他 13,861 14,732

減価償却累計額 △2,017 △1,958

その他（純額） 11,844 12,773

有形固定資産合計 91,946 89,934

無形固定資産

無形固定資産合計 177 192

投資その他の資産

投資有価証券 6,003 5,353

その他 2,820 3,256

貸倒引当金 △117 △117

投資その他の資産合計 8,706 8,491

固定資産合計 100,830 98,618

資産合計 143,948 145,695
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,302 12,710

短期借入金 41,351 43,087

1年内償還予定の社債 2,000 2,000

未払法人税等 43 114

賞与引当金 321 683

その他 9,119 6,876

流動負債合計 65,137 65,472

固定負債

社債 4,000 4,000

長期借入金 19,218 20,276

退職給付引当金 4,186 4,210

負ののれん 206 222

その他 624 973

固定負債合計 28,235 29,683

負債合計 93,373 95,155

純資産の部

株主資本

資本金 17,259 17,259

資本剰余金 14,654 14,654

利益剰余金 18,165 18,512

自己株式 △40 △40

株主資本合計 50,039 50,386

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 487 104

評価・換算差額等合計 487 104

少数株主持分 48 48

純資産合計 50,574 50,540

負債純資産合計 143,948 145,695
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 28,804 25,090

売上原価 23,339 20,358

売上総利益 5,464 4,732

販売費及び一般管理費

運搬費 1,539 1,353

販売手数料 2,097 1,711

保管費 297 401

その他 931 900

販売費及び一般管理費合計 4,865 4,367

営業利益 599 364

営業外収益

受取利息 3 0

受取配当金 94 69

負ののれん償却額 30 16

その他 66 43

営業外収益合計 196 131

営業外費用

支払利息 210 209

支払補償費 220 －

その他 39 38

営業外費用合計 470 248

経常利益 326 246

特別利益

退職給付引当金戻入額 194 －

その他 3 －

特別利益合計 197 －

特別損失

固定資産除却損 － 121

特別退職金 16 30

その他 1 1

特別損失合計 18 153

税金等調整前四半期純利益 504 92

法人税、住民税及び事業税 71 33

法人税等調整額 95 57

法人税等合計 167 90

少数株主利益 4 0

四半期純利益 333 2
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 504 92

減価償却費 2,453 2,552

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △1

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,759 △23

受取利息及び受取配当金 △98 △70

支払利息 210 209

有形固定資産除却損 1 0

売上債権の増減額（△は増加） 422 2,064

たな卸資産の増減額（△は増加） △465 600

その他の資産の増減額（△は増加） △781 509

仕入債務の増減額（△は減少） △349 △408

賞与引当金の増減額（△は減少） △340 △362

その他の負債の増減額（△は減少） 1,795 △225

未払消費税等の増減額（△は減少） △47 △37

その他 △28 109

小計 1,515 5,009

利息及び配当金の受取額 98 70

利息の支払額 △210 △174

法人税等の支払額 △135 △78

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,268 4,827

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,950 △2,618

有形固定資産の売却による収入 6 0

投資有価証券の取得による支出 △3 △15

貸付金の純増減額（△は増加） 482 7

その他 80 78

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,383 △2,546

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,736 △1,497

長期借入れによる収入 290 1,200

長期借入金の返済による支出 △2,308 △2,496

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △349 △349

少数株主への配当金の支払額 △3 △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △3

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,363 △3,146

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 248 △866

現金及び現金同等物の期首残高 1,392 2,563

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,640

※
 1,697
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

（表示方法の変更）

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

１．前第１四半期連結累計期間において、営業外費用に区分掲記しておりました「支払補償費」は、営業外費用の100分

の20以下となったため、当第１四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しております。な

お、当第１四半期連結累計期間における営業外費用の「その他」に含まれる「支払補償費」は３百万円です。

 

２．前第１四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産除却損」は、

当第１四半期連結累計期間において、特別損失の100分の20を超えることとなったため、区分掲記することといたしま

した。なお、前第１四半期連結累計期間における特別損失の「その他」に含まれる「固定資産除却損」は１百万円で

す。

 

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

 

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

２．棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。

 

３．固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の減価償却費の算定方法のうち、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっております。

 

４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に

著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニングを

利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
　

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

 

　保証債務

　　　連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し、債

務保証を行っております。

　
日伯紙パルプ資源
開発㈱円貨建

201百万円 (23,704百万円)

　 従業員(住宅融資) 67百万円 　

　 　　　　計 269百万円 　

（注）日伯紙パルプ資源開発㈱に対する保証債務は連帯保証債
務であり、(　)内は他社負担額を含めた総額であります。
 

 

　保証債務

　　　連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し、債

務保証を行っております。

　
日伯紙パルプ資源
開発㈱円貨建

201百万円 (23,704百万円)

　 従業員(住宅融資) 69百万円 　

　 　　　　計 270百万円 　

（注）日伯紙パルプ資源開発㈱に対する保証債務は連帯保証債
務であり、(　)内は他社負担額を含めた総額であります。
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年６月30日現在)

現金及び預金勘定 1,670百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △30  〃

現金及び現金同等物 1,640百万円
 

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年６月30日現在)

現金及び預金勘定 1,697百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 ─  〃

現金及び現金同等物 1,697百万円
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(株主資本等関係)

　当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日

　至　平成21年６月30日）

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 116,654

　

２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 169

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月25日
定時株主総会

普通株式 349 3.00平成21年３月31日 平成21年６月26日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間末後となるもの

該当事項はありません。

　

４　株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

　
紙・パルプ及び
紙製品製造事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

27,634 1,169 28,804 ― 28,804

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

25 4,561 4,587 (4,587) ―

計 27,660 5,731 33,391 (4,587) 28,804

営業利益 506 73 580 19 599

(注)　１．事業の区分は、製品の製造方法の類似性を考慮して区分しております。

　　　２．各区分の主な製品

　　　　(1) 紙・パルプ及び紙製品製造事業……紙、パルプ、紙加工品他

　　　　(2) その他の事業……造林、緑化、木材チップ、ビル賃貸、不動産管理、運送、機械設備設計施工(修理)、　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　建設施工、工業薬品、紙断裁、保険代理他

　　　　(3) 会計処理の方法の変更

①「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用さ

れたことに伴い、たな卸資産については、原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）により算定しております。この変更により従来の方法によった場合と比べて、紙・パルプ

及び紙製品製造事業の営業利益は31百万円減少しております。

②「追加情報」に記載のとおり、減価償却資産の耐用年数等に関する平成20年度の法人税法改正を契機とし

て、当第１四半期連結会計期間から改正後の耐用年数を使用しております。この変更により、従来の方法に

よった場合と比べて、紙・パルプ及び紙製品製造事業の営業利益が144百万円、その他の事業の営業利益が

０百万円それぞれ減少しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　
紙・パルプ及び
紙製品製造事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

24,186 904 25,090 ― 25,090

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

０ 4,342 4,342 (4,342) ―

計 24,186 5,246 29,433 (4,342) 25,090

営業利益 298 43 342 21 364

(注)　１．事業の区分は、製品の製造方法の類似性を考慮して区分しております。

　　　２．各区分の主な製品

　　　　(1) 紙・パルプ及び紙製品製造事業……紙、パルプ、紙加工品他

　　　　(2) その他の事業……造林、緑化、木材チップ、ビル賃貸、不動産管理、運送、機械設備設計施工(修理)、

　　　　　　　　　　　　　　建設施工、工業薬品、紙断裁、保険代理他
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)及び当第１四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)及び当第１四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　　　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　１株当たり純資産額 433円76銭
　

　 　

　１株当たり純資産額 433円45銭
　

(注)　１株当たり純資産額算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額　　　　　　　　(百万円) 50,574 50,540

普通株式に係る純資産の部から控除する金額
                           　     (百万円)

48 48

（うち少数株主持分） (48) (48)

普通株式に係る四半期連結会計期間末(連結会
計年度末)の純資産額　　　　　 　 　 (百万円)

50,526 50,491

１株当たりの純資産額の算定に用いられた四半
期連結会計期間末(連結会計年度末)の普通株式
の数　　　　　　　　　　　　　　　　(千株)

116,485 116,487

　

２　１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

　 　

１株当たり四半期純利益金額 2円86銭
　

　

　 　

１株当たり四半期純利益金額 0円02銭
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しておりませ

ん。

　　２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

四半期純利益　　　　　　　　　　　(百万円) 333 2

普通株式に係る四半期純利益　　　　(百万円) 333 2

普通株式の期中平均株式数　　　　　　(千株) 116,525 116,486

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２　【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

中越パルプ工業株式会社(E00649)

四半期報告書

22/24



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月11日

中越パルプ工業株式会社

　取締役会　御中

　

仰　星　監　査　法　人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　山　﨑　清　孝　　　　　㊞

　

業務執行社員 　 公認会計士　　新　島　敏　也　　　　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中越

パルプ工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期

間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中越パルプ工業株式会社及び連結子会社の平

成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月14日

中越パルプ工業株式会社

　取締役会　御中

　

仰　星　監　査　法　人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　山　﨑　清　孝　　　　　㊞

　

業務執行社員 　 公認会計士　　新　島　敏　也　　　　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中越

パルプ工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中越パルプ工業株式会社及び連結子会社の平

成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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